
                                                           

平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度  

第第
一一
回回  とと  

きき
：：
平平
成成
二二
十十
二二
年年
九九
月月
二二
十十
二二
日日
（（
水水
））  

とと
ここ
ろろ
：：
郡郡
山山
市市
民民
文文
化化
セセ
ンン
タタ
ーー
中中
ホホ
ーー
ルル  

主主  

催催
：：
郡郡
山山
市市  

郡郡
山山
市市
教教
育育
委委
員員
会会  

共共  

催催
：：
郡郡
山山
市市
中中
学学
校校
長長
会会  

  
  

  
  

郡郡
山山
市市
中中
学学
校校
教教
育育
研研
究究
会会  

後後  

援援
：：
郡郡
山山
市市
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
連連
合合
会会  

  

 
 
 

ご
来
場
の
皆
様
へ 

  
 

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
本
市
教
育
委
員
会
が
重
点
と
し
て
掲
げ
る
一
つ
「
国
語
教
育
の
充
実
」
の
た
め
の 

 

事
業
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
よ
り
、
今
後
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
言
葉
を
磨
き
、
言
葉
全
体
に 

 

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
郡
山
市
教
育
委
員
会
） 

 

 
郡
山
市
民
の
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
詞 

内
海 

久
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
曲 

古
関 

裕
而 

 
 

あ 
 

 
 

あ
さ
か
の 

 

き
ぼ
う 

き
て
き 

 
 

一 

明
け
ゆ
く
安
積
野 

希
望
の
汽
笛 

 
 

 
 

 

ひ
と 

 

ま
ち 

 
 

 
 

ち
か
ら 

 
 

あ
の
人
こ
の
街 
み
な
ぎ
る
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
る 

た 

 
 

あ
あ
奮
い
立
つ 

ふ
る
さ
と
は 

 
 
 
 

あ
こ 

の 
 
 
 
 

わ
か
ご
ま 

 
 

憧
れ
乗
せ
る 

若
駒
か 

 
 
 
 

す
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
お
り
や
ま 

 
 

進
め
よ
わ
れ
ら
の 

郡
山 

   
 
 

か
が
や 

あ
だ
た
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
お
と 

二 

輝
く
安
達
太
良 

さ
さ
や
く
瀬
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
り 

 
 

は
な 

し
あ
わ
せ 

う
た 

 
 

あ
の
鳥
こ
の
花 

幸
福 

歌
う 

  
 

あ
あ
う
る
わ
し
い 

ふ
る
さ
と
は 

 
 
 
 

や
さ 

 
 
 

は
は 

 
 

優
し
い
母
の 

ま
な
ざ
し
か 

 
 
 
 

そ
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
お
り
や
ま 

 
 

育
て
よ
わ
れ
ら
の 

郡
山 

   
 
 

は
た
ら 

よ
ろ
こ 

ゆ
う 

 
 

い
の 

三 

働
く
歓
び 

夕
べ
の
祈
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
し 

 
 
 

ま
ど 

た
の 

 
 

あ
の
星
こ
の
窓 

楽
し
い
ま
ど
い 

  
 

あ
あ
や
す
ら
か
な 

ふ
る
さ
と
は 

 
 
 
 

あ
ふ 

 
 

ゆ
め 

 
 

ゆ
り
か
ご 

 
 

溢
れ
る
夢
の 

揺
籠
か 

 
 
 
 

さ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
お
り
や
ま 

 
 

栄
え
よ
わ
れ
ら
の 

郡
山 

 

         

         ・・お願い・・ 

 

 日頃の練習の成果を十分に発揮いただくために、以下の点

について、ご協力をお願いいたします。 

 

◇ 発表中のホール内の移動→できるだけご遠慮願います。 

◇ ホールへの出入り→発表数が多いため、休憩なしで発表 

 が進みます。発表者が入れ替わる短時間の間に静かにお願 

 いいたします。（係員が誘導いたします） 

◇ 携帯電話→電源を切るか、マナーモードへの切り替えを 

 お願いいたします。 

◇ 写真・ビデオ撮影→ストロボを使用せず、また、他の来 

 場者の妨げにならないようご配慮願います。 

◇ 拍手→発表数が多いため、発表が終わったときにのみ 

 お願いいたします。 

  （拍手の最中に次の発表者と入れ替わります） 

◇ 座席→自由です。 

  （発表者や一部団体はあらかじめ指定されています） 

◇ 飲食・喫煙→ホール内は飲食禁止です。建物内は全面禁 

 煙となっておりますのでご協力をお願いいたします。 

◇ 駐車場→専用駐車場がありませんので、近隣の公営駐車 

 場をご利用ください。 

◇ その他→発表の状況により、予定の時刻を前後すること 

 が予想されますので、あらかじめご了承願います。 
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郡
山
四
中 

郡
山
三
中 

三
穂
田
中 

守
山
中 

郡
山
一
中 

安
積
二
中 

高
瀬
中 

郡
山
二
中 

逢
瀬
中 

大
槻
中 

安
積
中 

宮
城
中 

片
平
中 

喜
久
田
中 

緑
ケ
丘
中 

明
健
中 

郡
山
六
中 

富
田
中 

二
瀬
中 

熱
海
中 

小
原
田
中 

行
健
中 

御
舘
中 

ザ
ベ
リ
オ
学
園
中 

湖
南
中 

日
和
田
中 

西
田
中 

郡
山
五
中 

郡
山
七
中 

学
校
名 

２ 

１
・
２ 

３ ２ ３ 

１
・
３ 

１ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ３ ３ ２ ２ ３ １ １ ３ １ １ 
学
年 

３ ５ ３ ７４ １ ２ １ １ ２ １ １ １１ １ ２ １ ４ ２ ３ １ １ １ １ ５ １ １ ３ １ ２ １ 

人
数 

古
典
「
平
家
物
語 

扇
の
的
」 

詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」 

古
典
「
お
く
の
ほ
そ
道
」 

歌
詞
「
Ｎ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ 

Ｃ
Ｒ
Ｙ
」 

随
筆
「
温
か
い
ス
ー
プ
」 

古
典
「
枕
草
子 

第
一
段
」 

物
語
「
麦
わ
ら
帽
子
」 

古
典
「
枕
草
子 

第
一
段
」 

古
典
「
伊
勢
物
語 

第
九
段
」 

古
典
「
竹
取
物
語
」 

古
典
「
古
今
和
歌
集 

仮
名
序
」 

詩
「
生
き
る
」 

絵
本
「
す
き
す
き
ど
う
ぶ
つ
お
か
あ
さ
ん
に
ぴ
た
っ
」

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

詩
「
春
に
」 

詩
「
太
郎
は
知
っ
た
」 

詩
「
み
え
な
い
星
」「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」 

詩
「
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
」 

詩
「
春
と
修
羅 

序
」 

小
説
「
さ
つ
き
」 

古
典
「
平
家
物
語 

扇
の
的
」 

物
語
「
大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
」 

歌
舞
伎
「
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場 

白
浪
五
人
男
」

詩
「
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
」 

民
話
「
カ
ッ
パ
長
者
」 

詩
「
か
え
る
の
う
た
の
お
け
い
こ
」「
河
童
と
蛙
」

古
典
「
枕
草
子 

第
一
段
」 

詩
「
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
」

古
典
「
平
家
物
語 

扇
の
的
」 

題 
 

 
 

 

材 

29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７６５４３２１

 

緑
ケ
丘
中 

日
和
田
中 

熱
海
中 

郡
山
一
中 

高
瀬
中 

行
健
中 

安
積
中 

片
平
中 

郡
山
七
中 

郡
山
五
中 

安
積
二
中 

郡
山
四
中 

西
田
中 

喜
久
田
中 

守
山
中 

小
原
田
中 

逢
瀬
中 

郡
山
三
中 

明
健
中 

郡
山
六
中 

大
槻
中 

ザ
ベ
リ
オ
学
園
中 

富
田
中 

三
穂
田
中 

湖
南
中 

宮
城
中 

二
瀬
中 

御
舘
中 

郡
山
二
中 

学
校
名 

２ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ２ ３ ２ 

２
・
３

１ ３ ３ １ ３ 

１
・
３

３ ３ ３ ３ １ ３ ３ ２ ２ ３ １ ３ 

学
年 

１ １ １ １ ２ １ １ １ １ ３ ４ ３ ２ １ １ １ ５ ４ １ ４ ４ １ １ １ ６ １ １ １ １ 

人
数

物
語
「
に
じ
の
見
え
る
橋
」 

古
典
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
～
白
河
か
ら
安
積
山

詩
「
最
初
の
質
問
」 

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

歌
詞
「
星
に
な
れ
た
ら
」 

小
説
「
羅
生
門
」 

詩
「
初
恋
」 

随
筆
「
言
葉
の
力
」 

詩
「
樹
下
の
二
人
」 

古
典
「
平
家
物
語 

扇
の
的
」 

物
語
「
六
月
の
蠅
取
り
紙
」 

物
語
「
に
じ
の
見
え
る
橋
」 

古
典
「
枕
草
子 

第
一
段
」 

絵
本
「
ふ
わ
ふ
わ
」 

物
語
「
に
じ
の
見
え
る
橋
」 

随
筆
「
字
の
な
い
は
が
き
」 

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

童
話
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」 

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

詩
「
朝
の
リ
レ
ー
」
歌
詞
「
み
み
ち
り
ぼ
う
じ
」 

古
典
「
い
ろ
は
歌
」 

詩
「
美
し
く
自
分
を
染
め
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」 

小
説
「
盆
土
産
」 

俳
句
「
俳
句
の
可
能
性
」 

戯
曲
「
鼬
（
い
た
ち
）」 

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」 

詩
「
わ
た
し
を
束
ね
な
い
で
」 

詩
「
春
に
」 

小
説
「
高
瀬
舟
」 題 

 
 

 
 

材 

全
発
表
終
了
後
、
菅
佐
原
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
模
範
朗
読
が
披
露
さ
れ
ま
す
。 

【
発
表
に
つ
い
て
】 

  

一 

発
表
時
間
は
三
分
以
内
と
す
る
。 

 

二 

発
表
は
学
年
を
問
わ
ず
、
暗
誦
・
朗
読
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き 

 
 
 

一
校
一
名
も
し
く
は
一
グ
ル
ー
プ
の
出
場
と
す
る
。 

 

三 

題
材
は
教
科
書
掲
載
の
も
の
を
中
心
に
、
地
域
の
民
話
や 

 
 
 

有
名
な
作
品
な
ど
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ら
選
ぶ
も
の
と
す
る
。 

 

四 

審
査
は
発
表
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
、
題
材
の
良
し
悪
し
や 

 
 
 

演
出
等
は
審
査
の
観
点
に
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

五 

審
査
の
結
果
、
優
れ
た
発
表
に
は
、
暗
誦
・
朗
読
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て 

 
 
 

特
別
賞
と
し
て
上
位
三
校
に
「
市
長
賞
」
「
教
育
長
賞
」
「
中
学
校
長
会
長
賞
」 

 
 
 

上
位
四
～
六
位
の
学
校
に
優
秀
賞
を
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

「 

審 

査 

員 

」 

  

菅
佐
原
隆
幸 

様 

（
福
島
中
央
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
部
長
） 

 

関
根
み
ど
り 

様 

（
郡
山
市
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

 

溝
井 

 

勇 

様 

（
前
郡
山
市
中
学
校
長
会
長
） 

 

山
澤
寿
雅
子 

様 

（
郡
山
市
立
橘
小
学
校
教
諭
） 

 

木
村 

孝
雄 

 
 

（
郡
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
） 

 

◇ 

発
表
順
は
抽
選
に
よ
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
10:00 開会式 

10:30 暗誦の部

12:30 昼食休憩

13:30 朗読の部

15:00 模範朗読

15:40 表彰式 

発発
表表
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム  

～～  午午前前：：暗暗誦誦のの部部  ～～  

～～  午午後後：：朗朗読読のの部部  ～～  


